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Einstein の相対性理論の「光速度不変原理」を Michelson-Morley の実験に沿い，数学上の

検証を行う．ここで用いる cvl ,, は鏡面と観測点の距離，地球の公転速度，光速である．並進

運動を行う，2 つの座標系 S，S’における水平方向往復時間 21, tt と，その関係式は 
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  S’系往復路， 21 , lSlS ′′  が特定できる．(2)式に S’系の速度 ( )22 vcc −  乗ずる 
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S,S’垂直距離はピタゴラスの定理 lL 2sin2 =⋅ θ より
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(6)式は相対性理論の「光速度不変原理」の破綻を証明している．また，Lorentz 変換は

( )21sin cv−=θ と同値である．相対性理論の「光速度不変原理」破綻は物理上重要な意味を持つ． 

１．光は波動である．粒子ではない． 座標系において「光速度可変」である． 

２．時間は概念であり物理量ではない．座標系において「時間不変」である． 

３．Lorentz 変換よる空間の収縮はない．座標系において「空間不変」である 

以上 3 点は，座標系の論議を通して「光速度不変原理」破綻から導かれる． 

 

結論 「光速度不変原理」の数学的破綻は証明された．相対性理論は崩壊した． 
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